
健常児の親にこそ理解し
てほしい「障害ってな
に？」DET障害平等研修
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学習会「ガイドヘルパーから始めよう」／
TransitCafe-Colors ／映画『39 窃盗団』／
DET 障害平等研修／ Open Session ♪／ほか

いっしょに
うたおう！

● 2/18（木）19:00 ～【庭野拓人の真世界紀行】ゲ
ストに世界的な彫師・ゆう悟～彫り師が語る日本と
海外の文化／ 1500 円
● 2/28（日）13:00 ～ 17:00【占いでビックリ★
マッサージでホツコリ★ワンコインでビックリ】占
いモヤマッサージも 15 分 500 円／入場料フリード
リンクつき 300 円
● 3/3（火）19:00 ～【寅屋 LIVE ～雛祭りライブ】
プレイヤーもリスナーも一緒に楽しもう！／楽器持
ち込み歓迎♪（※打楽器・大音響は不可）／毎月第
一火曜夜のレギュラー！／ 2000 円
● 3/5（木）【モヤモヤから～ず】鬼才・山田ゆー
へい君とモヤモヤするトーク／毎月第一木曜夜のレ
ギュラー！／ 1500 円
● 3/11（水）19:00 ～【プールが落ちてくる】沖縄
の未来と私たち／茂野俊哉が語る／ 1500 円
● 3/19（木）19:00 ～【庭野拓人の真世界紀行】ゲ
ストにカメラマン・田村融市郎／ 1500 円
● 3/26（木）19:00 ～【手話通訳者というお仕事】
ゲストに大田区登録手話通訳者会代表／手話通訳の
仕事とは通訳だけではない！／ 1500 円
●４/16（木）19:00 ～【障害者の就労と所得と支
援と】ナビ：中村和利、ゲスト：鶴田雅英／障害者の
就労支援、所得保障と就労について／1500円

※イベントは変更になる場合があります。また、上記の
イベントはほんの一部！　詳しくは「バリアフリー社会
人サークル colors」Facebook ページをご覧ください。お
問い合せは、colors2013tokyo@gmail.com まで！

T r a n s i t C a f e -
Colors イベント情報　

東京都大田区東矢口 3-3-1 ／入場料 300 円／
フリー（ソフト）ドリンクつき
※夜のイベント時は（記載のない場合）ソフ
トドリンク、アルコール飲み放題・軽食つき

・主催：大田区教育委員会×じゃりかふぇ
・日時：3/21（土）14:00 ～
・会場：大田区消費生活センター
・参加費：無料
・定員：24名（下記アドレスまでメールにて要申込）
「子どもの多様性を受容するために、いじめや差別
を無くすために～親として子どもに伝えていくべき
ことを DET 障害平等研修を用いて、自分で気づき発
見をするワークショップです。」

※お申込・お問合せは、jaricafe@fuu-rai.com まで！

【メモ】じゃりかふぇ「院生くんの学習会」：参加
費500円で、曜日変更＝毎週・土曜、日曜に開催中！

健常児の親にこそ理解し
てほしい「障害ってな
に？」DET障害平等研修

　大田区教育委員会 × colors 協
動主催。昨年、好評だった上映
会のアンコール企画！　ダウン
症・軽度知的障害者が主演のコメ
ディー映画「39 窃盗団」の上映
と、自らもダウン症の弟のために
様々な活動をしている押田興将監
督の講演会です。

○ 3/15（日）14:00 ～／参加費無料（申込制）／
会場：LUZ 大森内入新井集会室
○お問い合せ：colors2013tokyo@gmail.com

☆上映会＆講演会

映画『39 窃盗団』を
観てから知的障害を考
えてみる　3/15 開催



◎編集後記
　一年で一番寒い季節です。「外出」では、いかに
寒さを避けるか？　も大事なポイントになります。
でも本当は怠けたい。「外出しない支援」というサー
ビスはできないかな。できないか。（下）
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　TransitCafe-Colors で開催されているイベント
から、今月は昨年 10 ～ 12 月に行われたトーキン
グ・ギグをご紹介します。
　インクルーシブ・エデュケーション、包容する教
育、とでも訳せばいいでしょうか。障害のある子
どもを排除しない「インクルーシブ教育」は、こ
れから日本でどう根づいていくんだろう？　そし
てそれは、おそらく障害のある子どもに限った話で
はないんじゃないか。……そんな呼びかけのもと、
気鋭の教育研究者・野口晃菜さんを迎え、行われま
した。参加者のひとりで、「行動援護」のお仕事に
従事されている馬場紀彦さんにお話を聞きます。

──熱心に参加されていたと聞きました。参加の
きっかけなど聞かせてください。
馬場　野口さんは2013年の秋ごろに大田区であっ
た勉強会で知りました。思ったことを発言するかた
で、裏表のないかただと思いました。トーキング・
ギグに参加するきっかけは、インクルーシブ教育に
関して、もっと深く知りたいと思ったからです。
──どうでした？
馬場　野口さんは、参加者が受動的に講義を聞く
進行ではなく参加者自身が考えるようにファシリ
テートしていました。
──今回は3回シリーズで、第1回が「インクルー
シブ教育ってなに？」、第2回が「インクルーシブ教
育を実現するための課題は？」、第3回が「どんなア
クションを起こす？」でした。気になるのは第3回で
すが……。
馬場　そのさいごの回では、インクルーシブ教育の
実現にむけて、参加者全員が小さなことでも実行す
ることを宣言しました。私はフェイスブックグルー

一人の小さな一歩が大きな変革になる
──理想のインクルーシブな社会を目指して

Talking Gig 2014.10-12 「排除しない教育・排除する学校・どうする？」

　テーマは「整理整頓の時間：権利と差別について
考えてみよう」。パーソナリティは茂野俊哉。おお
た市民活動推進機構・事務局長の中野真弓さんをゲ
ストにお呼びします。mics おおた教室にて。19:00
からの予定。
　また、これまでの放送は、いつでも聴くことがで
きます。詳細は、ホームページをご覧ください。
　http://opensession.jimdo.com/

　「ガイドヘルプ」ってなんだろ
う？ だれができるの？ なにをす
るの？ どんな人たちがやっている
の？　ガイドヘルパーから始まる
ことって？──「ガイドヘルプ」
をめぐる２時間弱のお喋りイベン
トをやります。
○ 3/10（ 火 ）19:00 ス タ ー ト
（18:30 開場）／大田区消費者生
活センター第 5集会室／参加無料

◎学習会のお知らせ

ガイドヘルパーから始
めよう
 3/10 開催

インターネットラジオ

OPEN SESSION♪
 3/22 大公開収録！！！

東京都より「移動支援従業者養成研修」の事業者指定
を受けました。近々、登録制の研修講師を募集しよう
と考えています。講師の諸条件は追って公開します
が、考え方としては「障害児者の社会参加の基礎を支
えるガイドヘルパーを量質ともに充実させて、地域
が支え、地域が変わることをミッションとした講師グ
ループの構築」を目指します。（中）

プを立ち上げることを宣言して、実行しました。
──なるほど、いいですね。インクルーシブ教育、
まずは「知る」ことからですよね。オススメはあり
ますか？
馬場　インクルーシブ教育を広く知ってもらうに
は、2月 21 日公開の『みんなの学校』という映画
をぜひ見てほしいです。
──映画があるのですね。たのしみです。
馬場　私は、教育は社会の一部だと思っているの
で、まず理想のインクルーシブな社会をつくらない
と理想的なインクルーシブ教育は実現できないと
思っています。理想のインクルーシブな社会とは、
誰しも持っている短所をお互いに配慮しあう社会
だと思っています。こうやってことばで言うのは簡
単ですが、みんなが実行するのはたいへんだと思
います。社会を変えるのは細く長い道のりですが、
一人の小さな半歩が大きな変革になると思ってい
ます。

【予告】研修講師、募集。近々！？


